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静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行

変化する茶業と茶消費の
創造・確保のために

全茶連研修会
2014.11.14 未来を現在の中に探す

ダーウイン
生き残るのは最も強いものでもなく
最も知力に優れたものでもない
最も変化に適応できるものである

ドラッカー
社会に生き残る道は
変化に対応するのではなく
変化を創造することだ

お茶は成長産業?!

１ 茶に大きな変化が

２ 需要が伸びている茶は～

３ 需要の創造

マーケティングとブランディング

４ 需要の創造(シーズの活用)

５ 消費者ニーズへの対応

６ 今後の生きる道は?!?

社会経済、生産生活環境等の変化が茶の需給に影響

①社会・経済的ニーズの変化

②需要ニーズの変化

③生産様式の変化

④生産環境の変化

⑤新品種の登場

生産力 高品質

例； 品種普及の変遷

早出し、品質向上(在来種からの選抜) ⇒ 生産力増強(多収性品種)

⇒ 輸出用茶種への対応(紅茶用品種) ⇒ 多収性・生産安定(耐寒

性品種) ⇒ 高品質(やぶきた後代) ⇒ 各種需要に対応、機能性

多様化(文

化性、簡便
性、機能性)

差別性

商品が替る要因

人口の推移

社会構造の変化

Keyword；グローバル化、高度情報通信社会、少子高齢化、サー
ビス産業社会化

需要・供給構造の変化

Keyword；自然健康志向、価値観・生活様式の多様化、女性の社
会進出化、
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世界の茶の生産量と緑茶比率の推移

全生産量 緑茶生産量 緑茶比率％

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

世界における茶の生産の現状

世界的には、茶の生産量は緑茶に関心が
高まり、毎年10万t程度づつ増加している。

インド

ケニア

スリランカ

茶業の好況を受け、コスト低減のため
手摘みから機械摘採が急速に進展
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緑茶

94%

紅茶

6%
ウーロン茶

0%

緑茶

70%

紅茶

16%

ウーロン茶

14%
ＲＴＤ原料,

24885

加工原料,

3500

煎茶

78%

覆い茶

3%

番茶
13%

その他
6%

煎茶

65%

覆い茶

7%

番茶

22%

その他

6%

112,108 ｔ

55,600 ｔ
85,106 ｔ

88,290 ｔ

茶類全体
121,684 ｔ

茶類全体
120,037 ｔ

茶類全体に対す

る煎茶の比率

７３．６％

茶類全体に対す

る煎茶の比率

４５．７％

昭和50年

平成23年
ＲＴＤ及び加工
用原料(推定値) 

28,385 ｔ

一番儲かった時代に比較し、茶類全体量は変らないが、茶種の多様化と
原料茶が増加し、煎茶の比率が減少 一極から多様化時代に

儲かった時代と需給構造が変った!!

多極化

スーパー大健闘

小売店苦戦

通販拡大

対面販売から消費者
の選択購入に移行

パッケージや説明文章で
勝負、ブランディング

購入場所にも変化が

お茶は多くの茶商品の中
からパッケージや価格で
購入される

飲用方法にも変化が

現在の生活の中ではどのような
飲み方が主流ですか？
⇒ 当然、お茶も変化してます

茶の価格も低下!!
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静岡茶市場における取扱量と金額

静岡県内の茶栽培農家数の推移

農家は激減し、規模の拡大化

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

1955 1965 1975 1985 1995 2005 2015

千

栽培面積(ha) 栽培農家数（戸） 生産量(t)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1954 1965 1975 1985 1990 1995 2000 2005 2010

0.5ha未満 0.5-1.0ha 1.0-3.0ha 3.0ha以上

静岡県内の茶栽培農家数の推移

しかし、茶の潜在需要は高い

インターネット調査 2,052人(2006)
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インターネット調査 2065人、複数回答(2006)

好きなお茶の種類は？

9割以上はお茶を好むが ？？、その種類はＲＴＤ、リーフ茶など多く、夏場には冷たい
麦茶やウーロン茶に人気が集中する。
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お茶の潜在需要は大きい
緑茶を好む人は多いが？飲用は少ない

緑茶の嗜好性 緑茶の飲用頻度

�緑茶を好む人は年代、性別を問わず約８割と非常に多い。

�急須の緑茶を毎日飲む人は、60代は約６割、20代は２割程度と若い年代ほど低い。

�緑茶の飲用意識と飲用頻度にはギャップがあるが、若い年代も緑茶の潜在需要は

高いと考えられる。
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平成23年

インターネット
アンケート結果

静岡、東京1000名

そのため、リーフ茶は不振

14%

44%

3%

23%

16%

筒状の容器

自立式のチャック付き

袋
チャックなしの袋

箱入りで中が個包装

になったもの
1杯分として個包装さ

れたもの

23%

53%

10%

11%

3%

茶葉（リーフ）

ティーバッグ

ドリップ

粉末・インスタント

その他

茶研セ 未発表(2012)

20代～40代女性 57人

主婦と消費行動研究所 インターネット調査20～50代女性(2008)

買いたい商品形態は？

買いたい商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞは？

茶葉を淹れない人の理由は、圧倒的に面倒、手
間がかかる。朝の食事(パン食)や洋食には合わ
ない。急須で入れる時間的ゆとりがない。などで
あり、商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞとしてもチャックなし袋や筒状
の容器は好まれない。

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

18
59

18
75

18
85

18
95

19
05

19
15

19
25

19
35

19
45

19
55

19
65

19
75

19
85

19
95

20
05

20
08

20
10

国内生産量 輸出量 輸入量 国内消費量

内需による
発展期

多様化による維持期

⇔ 実生茶園 ⇔ 栄養繁殖茶園 ⇔   ？
⇔ 手摘み ⇔ 手ばさみ ⇔ 可搬型 ⇔ 乗用型 ⇔ ？
⇔ 手揉み ⇔ 6貫機 ⇔ 背面粗揉機 ⇔ ２４０ｋ機 ⇔ ？
⇔   各種地方茶 ⇔ 輸出用茶 ⇔ 煎茶 (ＲＴＤ) ⇔ ?
⇔ 自給肥料 ⇔ 化学肥料 ⇔ 多施肥 ⇔ 効率施肥 ⇔ ？
⇔ 天然素材 ⇔ 化学合成薬剤 ⇔ 広スペクトル薬剤 ⇔ 狭スペクトル薬剤⇔ＩＰＭ ⇔ ？

栄養繁殖生産方式に
よるイノベーション

技術の断絶

機械開発による
イノベーション

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

簡便化に対する
イノベーション

外需による発展期

日本における茶の需給とイノベーションの推移

リーフ茶
急須

粉末茶
ティバッグ
ドリップ

茶園の機械化栽培体系

茶園管理システム

日本型
発酵茶

蒸製製
茶機械

新殺青乾
燥器械

茶ドリンク

にごり茶
ドリンク 業務用茶

(やかん）

RTD、給
茶機

後発酵茶

輸出用茶

有機無
農薬茶

産業の持続的発展のためには 限界を知ること
☆限界の規定要因は?!
☆未来の予測

☆茶への要求は高い

☆しかし、茶の需要が変化している

×供給の変化がない ⇒ 需給の歪み

例
・ 電話 ⇒ 携帯
・ レコード ⇒ CD
・ テレビ ⇒ 薄型
・ 写真 ⇒ デジカメ
・ 野菜 ⇒ カット野菜
・煮物 ⇒ サラダ

需要が伸びている粉末茶

粉 茶
（市販茶）

粉末緑茶
（市販茶）

新粉末緑茶
（秋冬番茶）

抹 茶

（市販茶5,200円）

市販茶と新粉末緑茶

市販の抹茶並みの鮮やかな緑（色相角度120前後）を達成

市
販
茶

０

新粉末緑茶（被覆）

新粉末緑茶（露地）

粉茶

粉末緑茶

抹茶

図 市販茶と新粉末緑茶の色相角度 （ｈ°）
抹茶（10）,粉末緑茶（12）粉茶（4）

新粉末緑茶の開発
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簡便・健康性がメリットか？

急須で淹れるのが面倒、簡単に飲みたい
⇒ 粉末茶で対応?

・品質向上が必須
⇒ 生産者との連携が必要 ⇒ 多様化に対応が必須

(生産方式の改革；ＣＴＣ→ＢＯＰ さて、緑茶では??)

粉末茶の様々な食材への利用

21

玉露

美味しくて簡便に飲める茶も必要

ティーバッグ類の利用も増加 需要の創造 マーケティング
岩崎邦彦作成、中村改変

消費者から見た飲料のポジショニング

爽やか・便利で
情緒的な茶

機能性があり
情緒的な茶

二極化は進む?!

一般商品に比べ、品質や信頼性が高く、歴史があり、高級感をもち、
差別化･付加価値の付いた商品で消費者ニーズに適合したもの。

ブランド化の優位性

価格競争からの脱却

安定した需要の確保

消費者が、他の類似商品と見分けられ、 商品の良さを認識し
ロイヤルユーザー(継続購入者)として価格競争を乗り越えて購入
してもらうため

ブランド化

低コスト化 消費者にとり差別性のない商品のため価格競争になりやすく、幅広
く、大量に売ることにより利益を上げる上でコストを削減が必須とな
る。

これではブランドにならない

品質が優れています(優れていない商品を売るな)

おいしいものです(他のお茶も美味しいです)

昔から作ってます(何が特徴ですか)

高級煎茶です(どこが他の高級煎茶と違うのですか)

一番茶です(大部分のお茶が一番茶ではないですか)

ブランディング(ブランド戦略)とは
☆ブランドプレミアム(他の商品にはない高い品質 ＝

差別的優位性)の構築

☆消費者に分かりやすいストリーと希少性

ブランドを作るのは消費者であり、消費者が商品の良さを認
識し、その商品や生産者に対して高い信頼を寄せること

ブランド構築(ブランドを作る)

ブランド戦略 ブランド管理(ブランドを守る)

ブランド拡張(ブランドを使う)

ブランド戦略
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☆ストーリーづくり(地域に密着した他にはない物語)

☆差別化要因、説明の明確化

☆技術的な支援(差別化技術)

☆商品管理(品質の維持、発展性)

☆販売戦略、PR(消費者の支援、商品へのあこがれ)

ブランディングとマーケティングは両輪!!

まずは消費者にアッピールを

岩崎邦彦作図

マーケティング
顧客の創造

ブランディング
顧客の確保

・異業種とのコラボ → ホテル、洋菓子屋、花屋‥
・プチ贈答文化 → 記念日の贈り物

： 自分へのご褒美も含めて

：

・付加価値の付与
・差別化の強化

高いものを安く売ってはいけない
安いものを高く売ってはいけない

高いものをさらに高く
安いものをさらに安く

27

玉露

差別化商品の活用

需要の創造(シーズの利用)

差別化要因
･消費者に違いが分かること
･希少価値のあること
･限定品であること
･物語があり、商品がぶれないこと

28

需要の創造(シーズの利用)

品種の活用

品種の特徴を伸ばせ!!

発酵茶ラボの活用

紅茶・ウーロン茶様香気紅茶・ウーロン茶様香気

花様香気花様香気

糖糖 糖糖

プリメベロシダーゼ
青葉様香気青葉様香気

糖糖

揉捻・乾燥ストレス

植物補助色素
（クリプトクローム、
ファイトクローム）

クロロフィルa

酸化還元補酵素

電子伝達

ATP生産

一次代謝経路

二次代謝経路

光源の波長・強度が香り
香りを変化させる

例：バジル、イチゴ

煎茶の香り

糖糖 糖糖

殺青
揉捻

発酵茶系の香りの発揚

紅茶・ウーロン茶様香気紅茶・ウーロン茶様香気

花様香気花様香気

糖糖 糖糖

プリメベロシダーゼ
青葉様香気青葉様香気

糖糖

揉捻・乾燥ストレス

植物補助色素
（クリプトクローム、
ファイトクローム）

クロロフィルa

酸化還元補酵素

電子伝達

ATP生産

一次代謝経路

二次代謝経路

光源の波長・強度が香り
香りを変化させる

例：バジル、イチゴ

煎茶の香り

糖糖 糖糖

殺青
揉捻

発酵茶系の香りの発揚 発酵茶
（紅茶）

半発酵茶
（ウーロン茶）

釜炒茶

紅茶用
流動層乾燥
機

台湾式殺青機 水乾機

需要の創造(シーズの活用)

消費者は多様化、差別化商品、
ＴＰＯこだわり茶も必要

⇒ 香味と機能性で勝負!!
(発酵茶、半発酵茶、後発酵茶 等々)

30

50%遮光

緑化 濃緑化

98％遮光100％遮光

白葉化

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

露地

遊
離
ア
ミ
ノ
酸
含
有
量
(m

g
/1
0
0
g
)

Ser

Asn

Arg

Glu

Gln

Asp

Thea

遮光率と新芽のアミノ酸含有量の比較

50%遮光 100%遮光98%遮光

玉露

新飲料 (白葉茶)

被覆技術の活用

光制御技術を活用してアミノ酸含量を
通常の3倍以上に強化する白葉化技術

需要の創造(シーズの活用)
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野菜茶業研究所作成

CTC技術の活用

需要の創造(シーズの活用) 消費者ニーズへの対応

業務用茶、学校茶の復興
もう都会では茶殻は出せない

⇒ ベンディングマシン、粉末茶、ペットボトルで対応

・ベンダー業界とのコラボ

⇒ ベンダー用茶の開発

・新しい飲み方の提案

⇒ 急須から脱却(粉末茶、生葉処理乾燥等) 品質向上必須
・食育スクール

⇒ 文化と機能性を

消費者ニーズへの対応

急須用茶に拘ったＰ．Ｂなど

・ロイヤルカスタマーの確保 ⇒ ブランドの強化
・客層の拡大(異業種とのコラボ) ⇒ 花屋、菓子屋
・各種イベントの利用 ⇒ 結婚式、敬老会、入学式
・新商品の開発 ⇒ Ｐ．Ｔ．Ｏに合った多品目の開発

消費者ニーズへの対応

商品アイテムの拡大

消費者は多様化、こだわりにはお金を出す
⇒ 固形茶、工芸茶、濃縮茶、などなど

・主流にはなれないかもしれないが……客寄せには良!!
⇒ 生産者との連携が必要 ⇒ アイデア次第で多様化

(遊び心でＰＲ、まずはお客様に興味を持っていただく !!!)

今後の生きる道は?!?

高齢者・次世代向けお茶の開発

低カフェイン茶の品質改善も必要

消費者ニーズへの対応

写真１低カフェイン熱水処理装置

図 低カフェイン茶の味覚センサー値
官能評価用浸出液の一、二番茶とも深蒸煎茶
を100としたときのセンサー評価値

消費者ニーズへの対応

日本の後発酵茶
(宮川編）さんえい
出版より

H.Pより引用

香味豊かなで新たな機能性をもつ後発酵茶
も増加
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時代は動いている

今後の着目点

①香味のデザイン化!!

②異業種の参入が激化!!

③機能性の拡大と深化!!

④茶の各種成分の産業化!!

⑤加工機械の開発 など

茶学総合講座への相談内容分野

・茶の機能性、自然健康素材としてのメリットに業界外
からの注目度が高い
・周辺技術の進展により茶加工に新しい波が
・茶の成分利用や多用途利用に着目

今後の生きる道は?!?

茶商から加工業者に転身？
☆茶の多用途利用、素材は今後も伸びる

⇒ 多用途向け素材の開発、販売
☆自分でお茶を創る 仕上げ、ブレンドだけから

⇒ 二次加工茶、後発酵茶等の製造による工業化

・一次生産者に依存しない、商業から工業製品化による
従業員の安定雇用 ?!?
・ライバルは食品業界!! 利点は茶の評価技術

高温加湿熱気製造

今後の生きる道は?!?

チャンスを活かし、チャレンジあるのみ!!

・消費者ニーズに適した茶の提供
例：☆各世代ごとでは

乳幼児--- 低カフェイン茶、若者---爽やか茶、成人---コクのある茶、老人---茶飯事の茶

☆飲用シーンごとでは

食事時---軽いお茶、ティータイム---香味豊かなお茶、アウトドア---軽いお茶、職場---癒しの茶

・チャレンジし、生き残る商材の創造
例：品種茶、玉露、-----

・チャンスを活かす
例：東京オリンピック、和食とのコラボ、海外輸出の増大化、食品の機能性表示


